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株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。また、このたびの�
東日本大震災により被災されたみなさまに心からお見舞い申しあげます。
ここに第147期の通期株主通信をお届けし、当社グループの事業の概況をご報告申しあげます。

当期における当社グループの業績は、売上高につきましては、自動車や家電関連及び電子材料�
関連の需要が旺盛となりましたことから電子部品材料用途の導電性ペーストなどの『電子デバイス�
材料』、難燃剤や光硬化樹脂用材料などの『機能材料』及び建築用材料などの『ウレタン材料』事業に�
おきまして顕著に伸長し、当連結会計年度の売上高は512億45百万円（前年同期比15.5％増）となり
ました。

損益面につきましては、成長分野での市場開発や既存品の売上拡大、購買努力による原材料高の
抑制や引き続き総経費の削減に努めました結果、営業利益は27億32百万円（前年同期比73.5%増）と
なりました。
また、経常利益は24億39百万円（前年同期比96.9%増）、当期純利益は11億55百万円（前年同期比
129.7%増）となりました。
なお、個別決算につきましては、５億91百万円の当期純利益となりました。

現経営計画「チェンジ100計画」の最終年度となる第148期は、計画
目標を達成するとともに、２年間で培った収益創出体質を基盤とする
次期３カ年経営計画の策定に着手します。また、完全子会社化した�
四日市合成株式会社との「シナジー効果」を追求し、グループの一層の�
事業拡大を図る所存です。

期末配当金につきましては、将来の事業展開に必要な内部留保金と
の整合を図りつつ、株主のみなさまへの長期的、安定的な配当を維持
することを基本方針としておりますが、当期の業績が好調でありまし
たことから、１株当たり７円とさせていただきます。

代表取締役社長

大柳雅利

平成23年６月
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科　　　　目
前連結会計年度
自平成21年₄月１日
至平成22年 3 月31日

当連結会計年度
自平成22年₄月１日
至平成23年 3 月31日

前年同期比増減

売 上 高 44,352 51,245 6,893

営 業 利 益 1,575 2,732 1,157

経 常 利 益 1,239 2,439 1,200

当 期 純 利 益 503 1,155 652
注．百万円未満の端数は切り捨てて表示しています。
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結
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注．百万円未満の端数は切り捨てて表示しています。

科　　　　目 当連結会計年度
平成23年 3 月31日現在

【 資 産 の 部 】
流 動 資 産 25,603
固 定 資 産 22,138

有 形 固 定 資 産 17,133
無 形 固 定 資 産 244
投 資 そ の 他 の 資 産 4,760

資 産 合 計 47,741
【 負 債 の 部 】
流 動 負 債 23,100
固 定 負 債 8,142
負 債 合 計 31,243

【 純 資 産 の 部 】
株 主 資 本 17,027

資 本 金 7,141
資 本 剰 余 金 5,470
利 益 剰 余 金 4,612
自 己 株 式 △� 196

その他の包括利益累計額 △� 1,329
その他有価証券評価差額金 △� 1,076
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △� 0
為 替 換 算 調 整 勘 定 △� 253

新 株 予 約 権 5
少 数 株 主 持 分 795
純 資 産 合 計 16,498

負 債 純 資 産 合 計 47,741

（単位：百万円）連
結
貸
借
対
照
表
（
要
旨
）

総資産は、前期末と比べて34億50百万円
増加し、477億41百万円となりました。
これは、有形固定資産が10億96百万円、
投資有価証券が５億24百万円それぞれ 
減少しましたが、現預金が21億37百万円、
受取手形及び売掛金が16億47百万円、 
商品及び製品が７億93百万円それぞれ 
増加したことなどによるものです。

ポイント

負債は、前期末と比べ22億69百万円増加
し、312億43百万円となりました。これは、
短期借入金が２億92百万円、長期借入金
が１億８百万円それぞれ減少しましたが、
支払手形及び買掛金が16億33百万円、 
未払法人税等が５億25百万円それぞれ 
増加したことなどによるものです。

ポイント

純資産は、前期末と比べ11億81百万円 
増加し、164億98百万円となりました。こ
れは、その他有価証券評価差額金が株価
の下落により５億１百万円減少しました
が、新株発行により資本金と資本剰余金
がそれぞれ４億91百万円増加したことに
加え、利益剰余金が９億60百万円増加し
たことなどによるものです。
なお、自己資本比率は、前期末と比べて
0.5ポイント改善し32.9％となりました。

ポイント

■ 総資産
■ 純資産
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名 称 所　　　　在　　　　地 TEL FAX

本 店 〒600­8873　京都市下京区西七条東久保町55

本 社 〒601­8391　京都市南区吉祥院大河原町５ 075­323­5911 075­326­7356

東 京 支 社 〒104­0031　東京都中央区京橋１­３­１　八重洲口大栄ビル８階 03­3275­0561 03­3275­0593

大 阪 支 社 〒541­0043　大阪市中央区高麗橋４­２­16　大阪朝日生命館２階 06­6229­1717 06­6229­1793

名古屋支店 〒450­0001　名古屋市中村区那古野１­47­１　名古屋国際センタービル７階 052­571­6331 052­586­4539

九 州 支 店 〒812­0016　福岡市博多区博多駅南１­２­３　博多駅前第１ビル４階 092­472­6353 092­472­4989

研 究 所 〒601­8391　京都市南区吉祥院大河原町５ 075­323­5911 075­326­7356

四日市事業所 〒510­0051　三重県四日市市千歳町７ 059­352­3191 059­352­3195

大潟事業所 〒949­3116　新潟県上越市大潟区犀潟230 025­534­2811 025­534­2606

滋賀事業所 〒529­1403　滋賀県東近江市五個荘日吉町427 0748­48­3131 0748­48­3128

役　　　職 氏　　　　名 役　　　職 氏　　　　名

代 表 取 締 役 社 長
兼 社 長 執 行 役 員 大 柳 雅 利

取 締 役 兼 上 席 執 行 役 員 浦 山 　 勇

取 締 役 兼 上 席 執 行 役 員 本 荘 秀 一

代 表 取 締 役 副 社 長
兼 副 社 長 執 行 役 員 坂 本 隆 司

取 締 役 兼 上 席 執 行 役 員 赤 瀬 宜 伸

取 締 役 兼 上 席 執 行 役 員 池 田 克 己

常務取締役兼常務執行役員 松 本 和 久 取 締 役（ 社 外 取 締 役 ） 糸 長 丈 秀

常務取締役兼常務執行役員 蛭 子 博 幸 取 締 役（ 社 外 取 締 役 ） 本 間 義 昭

常 勤 監 査 役 鈴 木 直 文 監 査 役（ 社 外 監 査 役 ） 上 田 利 彦

監 査 役 森 下 正 朗 監 査 役（ 社 外 監 査 役 ） 井 手 秀 彦

執 行 役 員 関 口 　 恒 執 行 役 員 河 野 通 之

執 行 役 員 藤 岡 敏 式 執 行 役 員 角 　 英 行

執 行 役 員 大 西 英 明 執 行 役 員 村 上 　 修

（平成23年６月24日現在） 取締役、監査役、執行役員及び従業員 

 事　　業　　所 

当社グループの従業員数 861名（平成23年３月31日現在）

注1．�従業員数は、就業人員であり、使用人兼務取締役及び臨時雇用員を含んでおりません。
注2．�従業員数には、当社及び連結子会社から社外への出向者を除き、社外から当社及び連結子会社への出向者を含めております。

当
社
の
役
員
、
事
業
所
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平成23年3月、50年ぶりに新株発行による資金調達をしま

した。この度の資金調達は、第一に本年４月１日に完全子

会社とした四日市合成株式会社の設備に関する費用への充

当、第二に界面活性剤事業で中国市場参入を展望した現地

企業への資本投資を目的としています。平成22年のストッ

クオプション制度導入に引き続き、従来以上に市場を意識

した経営を心がけています。また、今後とも長期的かつ安

定的な資金を確保し、株主資本の増強を図ります。

■新株発行による資金調達

（1）発行新株式数 ３６４万株

（2）払込金額の総額 ９億８２百万円

（3）資本金の額
　　資本金増加額

７１億４１百万円
４億９１百万円

（4）資本準備金の額 
　　資本準備金増加額

４９億０２百万円
４億９１百万円

（5）期末株主数 ６，６２９名

新株発行

BASFジャパン株式会社と共同で「2010洗浄総合展」に

出展しました。当社の主力製品である非イオン界面活性

剤は、環境への総合的な負荷を低減し、お客様ごとの�

要求品質や使用状況に対して最適化した製品を提供して

います。

ノイゲンXL・TDSは、水生生物毒性が低く生分解性に�

優れており、ノイゲンTDX・LF-Xは、洗剤などの製造・�

物流・使用エネルギーを削減し、狭いゲル化領域、易溶性、

低泡性、易リンス性などが特長です。今後も当社は、�

環境配慮型界面活性剤の開発を加速します。

2010洗浄総合展

ト
ピ
ッ
ク
ス

2010年10月13日～15日　東京ビッグサイト

注．百万円未満の端数は切り捨てて表示しています。
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創 業 年 月 明治42年４月（1909年４月）
設 立 年 月 大正７年８月（1918年８月）
事 業 年 度 ４月１日から３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月下旬
配 当 期末配当金受領株主確定日　３月31日、中間配当金受領株主確定日　９月30日
基 準 日 毎年３月31日、その他必要あるときはあらかじめ公告して定めた日
単 元 株 式 数 1,000株
発行可能株式総数 102,110,000株（平成23年３月31日現在）
発行済株式総数 43,421,609株 （平成23年３月31日現在）

（平成23年３月に行いました新株発行により、発行済株式総数は、3,640,000株増加し
ております。）

株 主 数 6,629名　 　 （平成23年３月31日現在）
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行（株）
郵 便 物 送 付 先 （お問い合わせ先）

証券会社に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引の証券会社になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行（株）　証券代行部

電話お問い合わせ先 フリーダイヤル　0120-288-324

お取扱店 みずほ信託銀行（株）本店及び全国各支店
みずほインベスターズ証券（株）本店及び全国各支店

未払配当金のみ、みずほ銀行（株）本店及び全国各支店でもお取扱いいたします。

ご注意

支払明細発行については、右の「特
別口座の場合」の郵便物送付先・電
話お問い合わせ先・お取扱店をご利
用ください。

単元未満の買取・買増以外の株式売買はできま
せん。
電子化前に名義書換を失念してお手元に他人名
義の株券がある場合は至急ご連絡ください。

公 告 の 方 法 電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告に
よる公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL（http://www.dks-web.co.jp/）

上 場 取 引 所 東京証券取引所（証券コード　４４６１）

株
主
メ
モ
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